
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野市・山ノ内町 地域公共交通活性化協議会 

 
 

 

 

 

各種調査結果の報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年（令和 4 年）1 月 
  



 

 

 

  



 

 

 

目   次 

 

１． 地域公共交通の現状 .................................................................. 1 

 公共交通の運行状況 ............................................................. 1 

（１） 地域を運行する公共交通など .................................................... 1 

（２） 公共交通のカバー状況 .......................................................... 4 

 公共交通の利用状況 ............................................................. 7 

（１） 鉄道 .......................................................................... 7 

（２） バス・デマンドタクシー ........................................................ 7 

 財政負担 ...................................................................... 18 

２． 住民及び公共交通利用者へのアンケート調査 ........................................... 19 

 公共交通に関する住民アンケート調査 ............................................ 19 

（１） 住民アンケート調査概要 ....................................................... 19 

（２） 住民アンケート調査結果 ....................................................... 32 

 バス利用者アンケート調査 ...................................................... 52 

（１） バス利用者アンケート調査概要 ................................................. 52 

（２） バス利用者アンケート調査結果 ................................................. 54 

３． 第２次中野市地域公共交通総合連携計画の検証 ......................................... 60 

（１） 施策・事業の実施状況 ......................................................... 60 

（２） 目標達成状況の評価 ........................................................... 63 

 

  



 

 

 

 



1 

 

１．地域公共交通の現状 

公共交通の運行状況 

（１） 地域を運行する公共交通など 

地域を運行している公共交通は、鉄道は中野市と長野市及び飯山市方面を結ぶ JR 東日本飯山線

（2 駅）、長野市方面と中野市・山ノ内町方面を結ぶ長野電鉄長野線（8 駅）があります。 

バスは、主に信州中野駅と湯田中駅を起点に放射状に運行し、廃止路線代替バスが 4 路線、地

域間幹線系統が 4 路線、長電バス直営路線が 2 路線、コミュニティバス（ふれあいバス、楽ちん

バス）、デマンドタクシー（お出かけタクシー）が運行しており、信州中野駅と北陸新幹線飯山駅

を２つのバス路線が結んでいます。 

なお、山ノ内町で運行する楽ちんバスは、須賀川線の廃止、菅線の角間方面の一部廃止による

交通空白地域をカバーする目的で運行されています。 

 

表 １-１ 地域内の公共交通 

分類 運行主体 

運行概要 

鉄道 

■ＪＲ飯山線（上今井駅、替佐駅） 

■長野電鉄長野線（桜沢駅、延徳駅、信州中野駅、中野松川駅、信濃竹原駅、夜

間瀬、上条、湯田中） 

バス 

デマンドタクシー 

■廃止路線代替バス：4路線 

・立ヶ花線、菅線、合庁線 

■地域間幹線系統：4 路線 

・上林線、永田線、中野木島線 

■長電バス直営路線：2路線 

・奥志賀高原線、白根火山線 

■コミュニティバス：5路線 

・ふれあいバス（倭・科野地区、間山線、豊田地域） 

・楽ちんバス（西・北部ルート、南部ルート） ※山ノ内町民のみ利用可 

■デマンドタクシー：1エリア 

・お出かけタクシー ※中野市民のみ利用可 

タクシー ■一般タクシー：3 社 
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出典：中野市「中野市公共交通マップ/時刻表 2020 年度版（2020 年 10 月改訂版）」 

図 １-１ 中野市の公共交通ネットワーク 
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出典：山ノ内町「山ノ内町交通マップ（2021 年 4 月）」 

図 １-２ 山ノ内町の公共交通ネットワーク  
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（２） 公共交通のカバー状況 

公共交通カバー状況は、全人口のうち鉄道駅、バス停から一定の範囲内にどれだけの人が住んで

いるかを示したものです。ここでは第２次中野市地域公共交通総合連携計画前計画に準じて、駅利

用圏域は 750m、バス停利用圏域は 300m を利用圏域 1)としました。 

1)駅利用圏域はパーソントリップ調査における徒歩の所要時間をもとに、歩行速度を 4km/h と想定し算出したもの。 

バス停利用圏域は高齢者の歩行距離等を考慮し設定したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京大学空間情報科学研究センター 西沢明「平成 27 年簡易 100m メッシュ人口データ」 

図 １-３ 公共交通カバー状況  

凡例 

駅利用圏域（750m 圏域） 

バス利用圏域（300m 圏域） 
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中野市の公共交通人口カバー率は 93.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京大学空間情報科学研究センター 西沢明「平成 27 年簡易 100m メッシュ人口データ」 

※平成 27 年国勢調査の 500m メッシュ集計の人口を 100m メッシュに按分したものであり、当該

100m メッシュの実際の人口を示しているものではない。 

図 １-４ 公共交通カバー状況（中野市）  

凡例 

駅利用圏域（750m 圏域） 

バス利用圏域（300m 圏域） 

総人口：43,909 人 圏域内人口：40,854 人 → カバー率：93.0% 
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山ノ内町の公共交通人口カバー率は 92.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京大学空間情報科学研究センター 西沢明「平成 27 年簡易 100m メッシュ人口データ」 

※平成 27 年国勢調査の 500m メッシュ集計の人口を 100m メッシュに按分したものであり、当該

100m メッシュの実際の人口を示しているものではない。 

図 １-５ 公共交通カバー状況（山ノ内町） 

  

凡例 

駅利用圏域（750m 圏域） 

バス利用圏域（300m 圏域） 

総人口：12,429 人 圏域内人口：11,527 人 → カバー率：92.7% 
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公共交通の利用状況 

（１） 鉄道 

鉄道の利用状況として長野電鉄の地域内での乗降客数をみると、地域内で最も乗降客数が多い駅

は信州中野駅で、年間 1,136 千人（1 日あたり 3,112 人）と地域内の乗降客数のほとんどを占めて

おり、次いで、湯田中駅が年間 447 千人（1 日あたり 1,225 人）となっています。信州中野駅と湯

田中駅が、それぞれ中野市と山ノ内町の中心的な駅となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長野県「長野県統計書（平成 30 年（2018 年））」 

図 １-６ 長野電鉄 市内 乗降客数（2018 年） 

 

（２） バス・デマンドタクシー 

① 路線バスの年間利用者数 

バスの年間利用者数の推移をみると、地域間幹線系統では横ばいまたは微減で推移していました

が、2020 年度は新型コロナウイルスの影響により上林線などで利用者数が大きく減少しました。 

廃止路線代替バス・ふれあいバス・楽ちんバスも同様の傾向で、横ばいまたは微減で推移してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長電バス（株） 

1)年度は前年 10 月から当年 9 月までの期間 2)須賀川線は 2017 年 9 月 30 日に廃止 

図 １-７ 地域間幹線系統など 年間利用者数（バス事業年度）  
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資料：長電バス 

1)年度は前年 10 月から当年 9 月までの期間 2)間山線は 2016 年 10 月 1 日によりふれあいバスとして運行 

図 １-８ 廃止路線代替 年間利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中野市・山ノ内町 

1)年度は前年 10 月から当年 9 月までの期間 2)間山線は 2016 年 10 月 1 日によりふれあいバスとして運行 

3)楽ちんバスは 2017 年 10 月 1 日から運行（うち、2017 年 10 月～2018 年 9 月までは無償運行期間） 

図 １-９ ふれあいバス・楽ちんバス 年間利用者数 
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② 路線バスの日利用者数 

バスの日利用者数をみると、中野木島線と奥志賀高原線は 400 人前後の利用があるものの、その

他の地域間幹線系統及び廃止路線代替バスでは 50 人前後の利用、ふれあいバスと楽ちんバスでは

10 人前後の利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：長電バス（株）、中野市・山ノ内町 

図 １-１０ バスの日利用者数（2020 年度） 

 

 

③ お出かけタクシー（デマンドタクシー） 

お出かけタクシーの年間利用者数は１千人弱で推移してきましたが、2020 年度は新型コロナウイ

ルスによる影響で利用者数が半減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１１ お出かけタクシーの年間利用者数の推移 
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④ 便別利用者数 

2021 年 10 月 19 日（火）、21 日（木）、26 日（火）に実施した（1 路線につき 1 日調査）バス停別

乗降客数調査より、路線ごとに便別利用者数を整理しました。 

 

 １) 上林線 

上林線の便別利用者数は、午前中では 5～10 人の利用がありますが、午後は 5人未満の便が多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１２ 上林線 便別利用者数 

 

 ２) 永田線 

永田線の便別利用者数は、全体として 5 人未満の便が殆どで、最も利用が多いのは 16 時台の便

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１３ 永田線 便別利用者数  
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 ３) 中野木島線 

中野木島線の便別利用者数は、朝の通勤通学時間帯の利用が最も多く 20 人程度の利用がありま

す。また、夕方の帰宅時間帯の利用も比較的多くなっています。一方で、それ以外の日中の便では

5 人未満の便が多く利用が低調です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１４ 中野木島線 便別利用者数 

 

 ４) 奥志賀高原線・白根火山線 

奥志賀高原線・白根火山線の便別利用者数は、朝と夕方の利用が少なく、日中の利用が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１５ 奥志賀高原線・白根火山線 便別利用者数 
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 ５) 菅線 

菅線の便別利用者数は、10 時・11 時台の便を除き利用者が 5 人未満となっており、1 日をとおし

て利用が少ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１６ 菅線 便別利用者数 

 

 ６) 合庁線 

合庁線の便別利用者数は、16 時・17 時台の便を除き利用者が 5 人未満となっており、1 日をとお

して利用が少ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１７ 合庁線 便別利用者数 
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 ７) 立ヶ花線 

立ヶ花線の便別利用者数は、朝は 7 時台時台の便が 5 人程度の利用があるものの、夕方では 2 人

前後の利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１８ 立ヶ花線 便別利用者数 

 

 

 ８) ふれあいバス（間山線、倭・科野地区） 

ふれあいバス（間山線、倭・科野地区）の便別利用者数は、午前中の利用は比較的多くなってい

ますが、午後では 5 人未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-１９ ふれあいバス（間山線、倭・科野地区） 
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 ９) 楽ちんバス（西・北部ルート、南部ルート） 

楽ちんバスの便別利用者数は、8時頃の便を除き1日をとおして5人未満の利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-２０ 楽ちんバス（西・北部ルート、南部ルート） 
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⑤ バス停別乗降客数 

2021 年 10 月に実施したバス停別乗降客数調査の結果を下図に示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※乗降客数調査は 2021 年 10 月 19 日（火）、21 日（木）、26 日（火）に実施（1路線につき 1日調査） 

図 １-２１ バス停別乗降客数  

※乗降客数 5 人以上のバス停名のみを表示 
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中野市内では信州中野駅での乗降が最も多く、その周辺での乗降も比較的多くなっています。

また、イオン中野店前での利用も多く見られます。一方で、豊田地域などでは利用が少ないバス

停が多く存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※乗降客数調査は 2021 年 10 月 19 日（火）、21 日（木）、26 日（火）に実施（1路線につき 1日調査） 

図 １-２２ バス停別乗降客数（中野市）  

※乗降客数 5 人以上のバス停名のみを表示 
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山ノ内町内では他のバス路線や鉄道への乗り継ぎ地点となっている湯田中駅及び夜間瀬駅での

乗降が多く、また、観光客による利用がある渋温泉やスノーモンキーパーク、志賀高原方面のバス

停での利用も比較的多くなっています。楽ちんバスが運行する北部地域や南部地域では利用が少な

いバス停が多く存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※乗降客数調査は 2021 年 10 月 19 日（火）、21 日（木）、26 日（火）に実施（1路線につき 1日調査） 

図 １-２３ バス停別乗降客数（山ノ内町）  

※乗降客数 5 人以上のバス停名のみを表示 
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財政負担 

バスなどへの財政負担について、中野市では年間約 4,000～5,000 万円の負担をしており、その

うち約 3,000 万円が上林線などの路線バス、約 1,000 万円がふれあいバスなどとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)路線バス：上林線、永田線、中野木島線、菅線、合庁線、立ヶ花線 

2)コミュニティバスなど：ふれあいバス、お出かけタクシー、乗合タクシー 

図 １-２４ 中野市 バスなどへの補助金等 

 

 

山ノ内町では年間約 2,000～3,000 万円の負担をしており、そのうち路線バスと楽ちんバスへの

負担金額は概ね半々程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 路線バス：上林線、菅線   2)コミュニティバスなど：楽ちんバス 

図 １-２５ 山ノ内町 バスなどへの補助金等 
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２．住民及び公共交通利用者へのアンケート調査 

公共交通に関する住民アンケート調査 

（１） 住民アンケート調査概要 

① 調査期間、配布・回収方法 

・調査期間：2021 年 10 月 19 日（火）～11 月 5 日（金） 

・配布回収方法：郵送による配布・回収 

 

② 調査内容 

調査は、世帯にアンケート票を送付し同居する高校生以上の方を対象とした日頃の移動に関する

状況、今後の公共交通のあり方や要望など、次頁以降に掲載したアンケート調査票により調査を行

った。 

 

③ 配布・回収状況 

配布・回収数及び回収率は以下のとおりである。 

配布数：3,000 世帯（中野市 2,000 世帯 山ノ内町 1,000 世帯） 

回収数：1,221 世帯（中野市 803 世帯 世帯 山ノ内町 418 世帯） 

回収率：40.7％ 

 

 

【アンケート集計及び結果における留意事項】 

※1：アンケート集計は、居住地、年齢などの基本属性にかかわる設問及び複数回答可能な設問に

ついては無回答も集計対象とするが、意識や行動に係る問 2 以降における無回答は集計対象

外とした。 

※2：構成比は、四捨五入、端数処理により 100％とならないことがある。 

※3：グラフにおける「n＝」は有効回答者数を示す。 

※4：グラフにおける「MA」は複数回答可能な設問であることを示す。 

※5：クロス集計で 5％未満はグラフ中の数値表示を省略した。 
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（２） 住民アンケート調査結果 

① 回答者属性 

 １) 年齢 

■回答者の年齢構成は、中野市では 70 歳代が 17%で最も多く、次いで 40 歳代が 16%、60 歳代が 16%

となっています。 

■山ノ内町では、70 歳代が 19%で最も多く、次いで 60 歳代が 18%、50 歳代が 15%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１ 年齢構成 

 

 ２) 職業 

■回答者の職業は、中野市では「勤め人」が 36%と最も多く、次いで「無職」が 19%、「自営業」が 15%

となっています。 

■山ノ内町では勤め人」が 32%と最も多く、次いで「無職」が 26%、「自営業」が 17%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２ 職業構成 

 

  

5.5%

5.0%

6.2%

6.4%

6.0%

5.0%

8.8%

9.9%

6.9%

7.5%

13.9%

16.3%

10.4%

7.5%

14.8%

14.9%
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8.6%

12.4%
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全体(n=3,326)

中野市(n=2,042)

山ノ内町(n=1,125)

無回答(n=159)

15～19際 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 無回答
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32.1%
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28.3% 5.7%5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3,326)

中野市(n=2,042)

山ノ内町(n=1,125)

無回答(n=159)

勤め人 自営業 パート 学生 専業主婦（夫） 無職 その他 無回答
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 ３) 車・バイク免許の有無 

■回答者の免許保有状況は、中野市では免許保有者（普段から運転する）が全体の 78%を占めていま

す。 

■山ノ内町では免許保有者（普段から運転する）が全体の 77%を占めています。 

■年齢別では 70 歳代以上で年齢が高くなるにつれ非保有者が増加し、80 歳代では半数、90 歳代以上

では 9 割が免許を保有していないと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３ 車・バイク免許の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ 年齢別構成 
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60歳代(n=551)
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80歳代(n=337)

90歳以上(n=93)

無回答(n=151)

持っている

（普段から運転する）

持っている

（普段は運転しない）

持っていない 無回答
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77.4%

72.3%

15.9%
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17.2%

16.4% 6.9%
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全体(n=3,326)

中野市(n=2,042)

山ノ内町(n=1,125)

無回答(n=159)

持っている

（普段から運転する）

持っている

（普段は運転しない）

持っていない 無回答



34 

 

 ４) 障害者手帳の有無 

■回答者の障害者手帳の有無は、中野市では 5%の方がありと回答しています。 

■山ノ内町では 8%の方がありと回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-５ 障害者手帳の有無 

 

 ５) 自宅から最寄りのバス停までの距離（徒歩でかかる時間） 

■回答者の自宅から最寄りのバス停までの距離は、中野市では「5 分以内」が 41%と最も多く、次い

で「最寄りのバス停不明・徒歩圏外」が 30%、「10 分以内」が 12%となっています。 

■山ノ内町では「5 分以内」が 54%と最も多く、次いで「10 分以内」が 17%、「最寄りのバス停不明・

徒歩圏外」が 9%となっています。 

■30 分以上を要するとの回答も存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-６ 最寄りのバス停までの徒歩でかかる時間 
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山ノ内町(n=418)

無回答(n=63)

５分以内 １０分以内 １５分以内 ３０分未満 ３０分以上 最寄りバス停不明

徒歩圏外

無回答
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 ６) 居住地 

■回答者の居住地構成は、中野市では中野地区が全体の 34%、その他の地区が 2～10%となっています。 

■山ノ内町では、東部地区以外では 25～39%、東部地区は 6%となっています。 

■両市町ともに各地区からの意見が得られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-７ 中野市 居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-８ 山ノ内町 居住地 
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24.9%
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38.8%

n=418
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② 平日における代表的な外出行動・交通手段 

 １) 平日の主な外出目的 

■平日の主な外出目的は、中野市では「通勤」が約半数、次いで「買い物」が 18%、「農作業」が 10%

となっています。 

■山ノ内町では「通勤」が 44%、次いで「買い物」が 18%、「農作業」が 14%となっています。 

■年齢別では、20～50 歳代では「通勤」が 73～83％を占め、60～80 歳代では「買い物」26～38％、

80 歳代以上では「通院」が 28～46％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-９ 平日の主な外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１０ 年齢別構成  
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全体(n=2,897)

15～19歳(n=145)

20歳代(n=179)

30歳代(n=270)

40歳代(n=417)

50歳代(n=447)

60歳代(n=500)

70歳代(n=508)

80歳代(n=261)

90歳以上(n=76)

無回答(n=94)

通勤 通学 買い物
通院 娯楽・習い事 営業・業務
農作業 私用（銀行等） その他
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全体(n=2,897)

中野市(n=1,799)

山ノ内町(n=973)

無回答(n=125)

通勤 通学 買い物 通院 娯楽・習い事

営業・業務 農作業 私用（銀行等） その他
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 ２) 平日の外出頻度 

■平日の外出頻度は、中野市では「ほぼ毎日」が 61%と最も多く、次いで「週に 3～5 日程度」が 22％

となっています。 

■山ノ内町では「ほぼ毎日」が 57%と最も多く、次いで「週に 3～5 日程度」が 22％となっています。 

■年齢別では、50 歳代以下では「ほぼ毎日」が全体の約 7 割を占めますが、年齢が高くなるにつれ外

出頻度が低くなる傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１１ 平日の外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１２ 年齢別構成 
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 ３) 外出先への到着時刻と外出先からの出発時刻 

■外出先への到着時刻は、中野市では 8 時台が 38%で最も多く、次いで 7 時台が 19%、9 時台が 15%と

午前中が多くなっています。 

■山ノ内町では 8 時台が 38%で最も多く、次いで 7 時台が 18%、9 時台が 17%と午前中が多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１３ 外出先への到着時刻（平日） 

 

 

■外出先からの出発時刻は、中野市では 17 時台が 23%で最も多く、次いで 18 時台が 16%、19 時以降

が 13%となっています。 

■山ノ内町では 17 時台が 27%で最も多く、次いで 18 時台が 17%、16 時台が 11%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１４ 外出先からの出発時刻（平日） 
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山ノ内町(n=768)

無回答(n=72)

5時台以前 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台

13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台以降
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 ４) 代表交通手段 

■平日の外出における代表交通手段は、中野市では行きと帰りの傾向は同様で、自動車（自ら運転）

が約 8 割を占めており、自動車（家族による送迎）も 8%あります。 

■山ノ内町では行きと帰りの傾向は同様で、自動車（自ら運転）が約 8 割を占めており、自動車（家

族による送迎）も 12%あります。 

■年齢別は、自動車（自ら運転）が 20～70 歳代で 8～9 割程度、80 歳代でも約 4 割となっており、90

歳以上では自動車（家族による送迎）が多くなっています。 

■15～19 歳では鉄道が約半数となっており、次いで自動車（家族による送迎）が 17%前後となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１５ 外出先への代表交通手段（平日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１６ 外出先からの代表交通手段（平日） 

  

76.4%

76.7%

76.4%

73.3%

9.4%

8.0%

11.7%

13.3% 6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,781)

中野市(n=1,747)

山ノ内町(n=914)

無回答(n=120)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他

76.4%

76.7%

76.3%

72.2%

9.3%

7.8%

11.7%

13.9% 7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,771)

中野市(n=1,743)

山ノ内町(n=913)

無回答(n=115)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他
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図 ２-１７ 外出先への代表交通手段（平日） 年齢別構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１８ 外出先からの代表交通手段（平日） 年齢別構成 

  

15.0%

7.5%

10.7%

76.4%

7.1%

79.3%

88.5%

88.3%

88.8%

89.2%

82.1%

43.6%

12.2%

71.7%

9.3%

16.4%

11.5%

30.3%

52.7%

14.1%

48.6%

7.3%

6.8%

7.5%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,771)

15～19歳(n=140)

20歳代(n=164)

30歳代(n=260)

40歳代(n=403)

50歳代(n=437)

60歳代(n=490)

70歳代(n=470)

80歳代(n=241)

90歳以上(n=74)

無回答(n=92)

徒歩のみ 自転車 バイク
自動車（自ら運転） 自動車（送迎） 鉄道
長電バス ふれあいバス 楽ちんバス
タクシー おでかけタクシー その他

13.6%

7.4%

10.7%

76.4%

7.1%

79.4%

88.5%

88.4%

88.8%

89.2%

82.2%

43.6%

12.2%

71.7%

9.4%

18.6%

10.8%

30.0%

55.4%

14.1%

47.9%

7.3%

5.4%

7.4%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,781)

15～19歳(n=140)

20歳代(n=165)

30歳代(n=261)

40歳代(n=405)

50歳代(n=439)

60歳代(n=490)

70歳代(n=472)

80歳代(n=243)

90歳以上(n=74)

無回答(n=92)

徒歩のみ 自転車 バイク
自動車（自ら運転） 自動車（送迎） 鉄道
長電バス ふれあいバス 楽ちんバス
タクシー おでかけタクシー その他
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③ 休日における代表的な外出行動・交通手段 

 １) 主な外出目的 

■休日の主な外出目的は、中野市では「買い物」が 56%を占め、次いで「娯楽・習い事」が 15%、「そ

の他」が 12%となっています。 

■山ノ内町では「買い物」が 52%を占め、次いで「農作業」が 14%、「娯楽・習い事」が 14%となって

います。 

■年齢別では、20～80 歳代では「買い物」が約半数を占めています。 

■70 歳代、80 歳代では「農作業」の割合が他世代と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１９ 休日の主な外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２０ 年齢別構成 

  

55.0%

16.0%

57.9%

60.6%

61.9%

65.7%

60.3%

48.7%

40.5%

25.0%

62.7%

7.8%

15.4%

14.1%

28.6%

23.4%

18.1%

16.9%

10.9%

14.1%

9.5%

9.1%

10.7%

10.9%

5.1%

8.8%

12.9%

21.4%

23.3%

5.8%

9.3%

7.0%

5.8%

5.1%

6.7%

30.3%

11.4%

23.5%

8.8%

12.4%

10.0%

8.3%

6.4%

12.3%

15.1%

48.1%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,702)

15～19歳(n=119)

20歳代(n=171)

30歳代(n=259)

40歳代(n=409)

50歳代(n=432)

60歳代(n=481)

70歳代(n=472)

80歳代(n=232)

90歳以上(n=52)

無回答(n=75)

買い物 通院 娯楽・習い事 農作業 私用（銀行等） 部活動 その他

55.0%

56.3%

52.3%

57.3%

14.1%

14.6%

13.5%

9.7%

10.9%

8.8%

13.9%

20.4%

5.1%

11.4%

12.0%

10.7%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,702)

中野市(n=1,711)

山ノ内町(n=888)

無回答(n=103)

買い物 通院 娯楽・習い事 農作業 私用（銀行等） 部活動 その他
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 ２) 代表交通手段 

■休日の外出における代表交通手段は、中野市では行きと帰りの傾向は同様で、自動車（自ら運転）

が約 8 割を占めており、自動車（家族による送迎）も 13%あります。 

■山ノ内町では行きと帰りの傾向は同様で、自動車（自ら運転）が約 8 割を占めており、自動車（家

族による送迎）も 13%あります。 

■年齢別は、平日と同様に、自動車（自ら運転）が 20～70 歳代で 8～9 割程度、80 歳代でも約 5 割と

なっており、90 歳以上では自動車（家族による送迎）が多くなっています。 

■15～19 歳では平日と比較して自動車（家族による送迎）の割合が 17%前後から 34%程度に増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２１ 外出先への代表交通手段（休日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２２ 外出先からの代表交通手段（休日） 

  

78.0%

77.5%

78.8%

78.4%

12.4%

12.6%

12.5%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,609)

中野市(n=1,657)

山ノ内町(n=855)

無回答(n=97)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他

78.1%

77.6%

78.9%

78.4%

12.5%

12.5%

12.9%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,570)

中野市(n=1,642)

山ノ内町(n=831)

無回答(n=97)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他
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図 ２-２３ 外出先への代表交通手段（休日） 年齢別構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２４ 外出先からの代表交通手段（休日） 年齢別構成 

 

 

  

10.9%

7.7%

15.6%

78.1%

13.8%

83.0%

86.3%

87.4%

91.0%

84.5%

81.0%

47.3%

15.4%

68.0%

12.5%

33.9%

9.1%

8.8%

8.1%

5.2%

10.4%

12.4%

26.4%

53.8%

18.7%

33.0%

5.1% 15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,570)

15～19歳(n=109)

20歳代(n=165)

30歳代(n=249)

40歳代(n=405)

50歳代(n=421)

60歳代(n=470)

70歳代(n=436)

80歳代(n=201)

90歳以上(n=39)

無回答(n=75)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他

10.6%

7.5%

15.3%

5.1%

78.0%

13.5%

82.5%

86.2%

87.3%

91.1%

84.6%

80.9%

48.1%

17.5%

68.4%

12.4%

35.1%

9.0%

9.1%

8.3%

10.4%

11.9%

26.0%

52.5%

17.7%

32.4%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,609)

15～19歳(n=111)

20歳代(n=166)

30歳代(n=253)

40歳代(n=408)

50歳代(n=427)

60歳代(n=473)

70歳代(n=444)

80歳代(n=208)

90歳以上(n=40)

無回答(n=79)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他
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④ 公共交通（鉄道を除く）を日常的に利用されている方への質問 

 １) 公共交通（鉄道を除く）を利用する理由（※２つまで回答） 

■日頃、移動に公共交通を利用される方の利用理由としては、中野市では「ほかに移動手段がないか

ら」が 24%で最も多く、次いで「便利だから」が 15%、「目的地に早く着くから」「目的地までの公共

交通があるから」が各々11%となっています。 

■山ノ内町では「ほかに移動手段がないから」が 60%と過半数を占め、次いで「便利だから」が 30%、

「目的地までの公共交通があるから」が 17%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２５ 公共交通を利用する理由 

  

20.5%

15.2%

30.0%

39.7%

23.9%

60.0%

100.0%

7.7%

10.9%

50.0%

12.8%

10.9%

16.7%

7.7%

4.3%

13.3%

2.6%

2.2%

3.3%

41.0%

54.3%

23.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=78)

中野市(n=46)

山ノ内町(n=30)

無回答(n=2)

便利だから ほかに移動手段がないから

目的地に早く着くから 目的地までの公共交通があるから

安心・安全だから その他

無回答

(MA)
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 ２) 公共交通（鉄道を除く）に対する満足度 

■日頃、移動に公共交通を利用される方の公共交通の満足度は、中野市では「満足＋やや満足」が 44%、

「普通」が 6%、「不満＋やや不満」が 50%となっています。 

■山ノ内町では「満足＋やや満足」が 15%、「普通」が 40%、「不満＋やや不満」が 45%となっています。 

■年齢別では、80 歳代でのみ「満足」との回答があります。「不満」との回答は 60～80 歳代でのみ挙

げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２６ 公共交通に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２７ 年齢別構成 

  

5.1%

15.4%

23.1%

50.0%

100.0%

66.7%

33.3%

15.4%

33.3%

23.1%

50.0%

50.0%

16.7%

50.0%

15.4%

33.3%

38.5%

100.0%

50.0%

33.3%

33.3%

33.3%

38.5%

33.3%

100.0%

10.3%

16.7%

16.7%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=39)

15～19歳(n=2)

20歳代(n=1)

30歳代(n=1)

40歳代(n=2)

50歳代(n=3)

60歳代(n=6)

70歳代(n=6)

80歳代(n=13)

90歳以上(n=3)

無回答(n=2)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

5.1%

5.6%

23.1%

38.9%

10.0%

23.1%

5.6%

40.0%

38.5%

38.9%

35.0%

100.0%

10.3%

11.1%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=39)

中野市(n=18)

山ノ内町(n=20)

無回答(n=1)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満
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 ３) 公共交通（鉄道を除く）に対して不満・やや不満な理由（※２つまで回答） 

■日頃、移動に公共交通を利用される方で、公共交通の満足度で「不満＋やや不満」という回答の理

由としては、中野市では「運行本数が少ない」が 89%で最も多く、次いで「ルートが悪い」が 33%、

「運賃が高い」「ダイヤが悪い」が各々22%となっています。 

■山ノ内町では「運行本数が少ない」が 100%で最も多く、次いで「鐵道との接続が悪い」が 33%、「バ

ス停まで遠い」「運賃が高い」「バス車両が悪い」が各々11%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２８ 公共交通に対する不満足の理由  

94.7%

88.9%

100.0%

100.0%

5.3%

11.1%

15.8%

22.2%

11.1%

15.8%

33.3%

15.8%

22.2%

11.1%

21.1%

11.1%

33.3%

5.3%

100.0%

5.3%

11.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=19)

中野市(n=9)

山ノ内町(n=9)

無回答(n=1)

運行本数が少ない バス停まで遠い 運賃が高い

ルートが悪い ダイヤが悪い 鐵道との接続が悪い

バス車両が悪い 運転士の接客・運転が悪い その他

無回答

(MA)
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⑤ 公共交通（鉄道を除く）をほとんど利用しない方への質問 

 １) 公共交通（鉄道を除く）をほとんど利用しない理由（※２つまで回答） 

■日頃、公共交通を利用しないかの利用しない理由としては、中野市では「バス以外の移動手段があ

るから」が 65%を占め、次いで「運行本数が少ないから」が 13%、「荷物を持って移動するのが大変

だから」が 12%となっています。 

■山ノ内町では「バス以外の移動手段があるから」が 67%を占め、次いで「運行本数が少ないから」

「荷物を持って移動するのが大変だから」が各々13%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２９ 公共交通をほとんど利用しない理由  

64.5%

64.9%

66.5%

43.5%

5.8%

6.1%

5.6%

2.4%

12.5%

13.1%

12.5%

3.2%

6.6%

7.4%

5.7%

2.4%

7.5%

7.1%

8.6%

4.0%

12.2%

12.0%

12.5%

12.9%

4.3%

3.3%

6.4%

1.6%

0.7%

0.7%

0.9%

10.9%

11.4%

9.9%

12.1%

0.0%

0.1%

0.2%

0.2%

0.3%

0.1%

0.2%

0.1%

4.7%

4.3%

4.5%

12.1%

16.0%

15.3%

15.4%

31.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=2,908)

中野市(n=1,821)

山ノ内町(n=963)

無回答(n=124)

バス以外の移動手段があるから バス停が自宅から遠いから
運行本数が少ないから 運賃が高いから
目的地まで時間がかかるから 荷物を持って移動するのが大変だから
乗り継ぎが面倒だから バスと鐵道の接続が悪いから
目的地までの公共交通がないから 他人との乗合が嫌だから
バスの乗り降りが大変だから 利用方法がよくわからないから
その他 無回答

(MA)
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⑥ 公共交通に対する行政負担金額についての考え 

■公共交通に対する行政負担額について、中野市では「わからない」が 41%と最も多くなっています。

具体的に寄せられた回答としては「妥当な金額だと思う」が 26%、「行政負担はもっと少なくすべ

き」が 16%と、現状以下とする回答が約 4 割を占めています。 

■山ノ内町では「わからない」が 41%と最も多くなっています。具体的に寄せられた回答としては「妥

当な金額だと思う」が 28%、「行政負担はもっと少なくすべき」が 15%と、現状以下とする回答が約

4 割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３０ 行政負担金額について 

 

⑦ 地域を走るバスへの今後の対応として、あなたの考えに最も近いもの 

■今後のバスへの対応としては、中野市では「路線の再編や運行本数の見直しによって運行の効率化

を図るべきだ」が 35%で最も多く、次いで「地域を走るバスは大切であるので、現状の運行本数と

路線は維持すべきだ」が 33%となっています。 

■山ノ内町では「地域を走るバスは大切であるので、現状の運行本数と路線は維持すべきだ」が 38%

で最も多く、次いで「路線の再編や運行本数の見直しによって運行の効率化を図るべきだ」が 28%

となっており、中野市と比較すると現状維持または拡大の方向での意見が若干多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３１ 地域を走るバスへの今後の対応  

15.5%

15.7%

15.4%

11.9%

27.1%

26.0%

28.4%

33.3%

10.8%

11.9%

8.2%

16.7%

40.8%

41.3%

41.1%

28.6%

5.8%

6.9%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,099)

中野市(n=680)

山ノ内町(n=377)

無回答(n=42)

行政負担はもっと少なくすべき 妥当な金額だと思う
行政負担はもっと多くても構わない わからない
その他

32.0%

34.8%

27.8%

23.3%

34.5%

32.5%

38.1%

34.9%

8.7%

7.1%

10.5%

18.6%

17.8%

18.5%

16.5%

18.6%

7.0%

7.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,111)

中野市(n=687)

山ノ内町(n=381)

無回答(n=43)

路線の再編や運行本数の見直しによって運行の効率化を図るべきだ

地域を走るバスは大切であるので、現状の運行本数と路線は維持すべきだ

運行本数や路線を増やす方向で見直すべきだ

わからない

その他
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⑧ 家族にとっての地域を走るバスの役割 

■家族にとっての地域を走るバスの役割は、中野市では「現在は特に必要としていないが、将来的に

は必要な移動手段になると思う」が 72%で最も多く、次いで「現在も将来も特に必要になると思わ

ない」が 16%、「現在でも必要不可欠で、重要な移動手段である」が 8%となっています。 

■山ノ内町では「現在は特に必要としていないが、将来的には必要な移動手段になると思う」が 75%

で最も多く、次いで「現在でも必要不可欠で、重要な移動手段である」が 12%、「「現在も将来も特

に必要になると思わない」が 11%となっています。 

■地区別では、中野市倭地区・豊津地区、山ノ内町北部地区では、他地区と比べて「現在でも必要不

可欠で、重要な移動手段である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３２ 家族にとっての地域を走るバスの役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３３ 地区別構成  

9.2%

7.9%

11.5%

11.1%

73.0%

72.3%

74.7%

68.9%

14.2%

15.7%

11.2%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,114)

中野市(n=686)

山ノ内町(n=383)

無回答(n=45)

現在でも必要不可欠で、重要な移動手段である

現在は特に必要としていないが、将来的には必要な移動手段になると思う

現在も将来も特に必要になると思わない

その他

9.2%
8.1%
7.0%
5.7%
6.5%
5.6%
9.1%

8.1%
5.3%

20.0%
16.1%

7.1%
6.3%
8.3%

7.1%
20.6%

11.1%

73.0%
68.8%

79.1%
66.0%

71.7%
73.6%
63.6%

88.5%
80.6%
84.2%
53.3%

77.4%
85.7%

75.0%
83.3%

82.5%
74.5%

66.7%
68.9%

14.2%
19.2%

9.3%
24.5%
17.4%
18.1%

23.6%

8.1%
5.3%

13.3%

12.5%

11.7%
14.3%

9.9%
15.6%

5.3%
13.3%

7.1%
6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,114)

中野市:中野地区(n=234)

中野市:日野地区(n=43)

中野市:延徳地区(n=53)

中野市:平野地区（東）(n=46)

中野市:平野地区（西）(n=72)

中野市:高丘地区(n=55)

中野市:長丘地区(n=26)

中野市:平岡地区(n=62)

中野市:科野地区(n=19)

中野市:倭地区(n=15)

中野市:豊津地区(n=31)

中野市:上今井地区(n=14)

中野市:永田地区(n=16)

山ノ内町:東部地区(n=24)

山ノ内町:南部地区(n=120)

山ノ内町:西部地区(n=98)

山ノ内町:北部地区(n=141)

無回答(n=45)

現在でも必要不可欠で、重要な移動手段である

現在は特に必要としていないが、将来的には必要な移動手段になると思う

現在も将来も特に必要になると思わない

その他
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⑨ 地域を走るバスへの要望やアイデア（※複数回答） 

■地域を走るバスへの要望やアイデアは、中野市では「わかりやすい路線図・時刻表の配布」が 22%

と最も多く、次いで「PC やスマホで運行情報が確認できる」が 19%、「IC カードや電子マネーで支

払いができる」が 11%となっています。 

■山ノ内町では「わかりやすい路線図・時刻表の配布」が 19%と最も多く、次いで「PC やスマホで運

行情報が確認できる」が 14%、「運行ルートの改善」「その他」が各々13%となっています。 

■山ノ内町で寄せられた「その他」の具体的な内容としては、楽ちんバスの中野市への直通運行につ

いての意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３４ 地域を走るバスへの要望 

 

 

  

8.4%

7.8%

9.3%

9.5%

9.7%

7.7%

13.4%

7.9%

1.4%

1.5%

1.2%

1.6%

2.2%

2.3%

1.7%

4.8%

20.6%

22.2%

19.4%

9.5%

16.3%

18.6%

14.1%

3.2%

10.0%

11.4%

9.1%

3.4%

4.2%

1.9%

3.2%

17.0%

19.2%

13.2%

17.5%

45.4%

42.2%

48.3%

63.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=1,221)

中野市(n=740)

山ノ内町(n=418)

無回答(n=63)

運行ダイヤの改善 運行ルートの改善
車両の改善（ステップ・手すりなど） 待合環境の改善
わかりやすい路線図・時刻表の配布 PCやスマホで運行情報が確認できる
ICカードや電子マネーで支払いができる バス等の乗り方を学べる機会を設ける
その他 無回答

(MA)
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⑩ 両市町の相互乗り入れについて、新たに乗り入れを行なってほしい区間 

■両市町の相互乗り入れについては、中野市では「現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十

分である」が 97%を占めています。 

■山ノ内町では「現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十分である」が 70%、「今あるバス路

線のルート以外で相互乗り入れを行なって欲しい区間がある」が 30%となっています。 

■地区別では、山ノ内町北部地区では「今あるバス路線のルート以外で相互乗り入れを行なって欲し

い区間がある」が 56%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３５ 相互乗り入れについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３６ 地区別構成 

 

【相互乗り入れを行なってほしい区間・ルート（具体的回答）】 ※意見集約 

・山ノ内町須賀川地区と中野市を乗り換え無しで結ぶルート 

・山ノ内町西部地区と中野市を結ぶルート 

・山ノ内町と間山温泉公園を結ぶルート 

・山ノ内町と飯山駅を結ぶルート 

・中野市～山ノ内町～木島平を結ぶルート  

87.8%

97.1%

70.4%

60.0%

12.2%

29.6%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=482)

中野市(n=315)

山ノ内町(n=162)

無回答(n=5)

現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十分である

今あるバス路線のルート以外で相互乗り入れを行なって欲しい区間がある。

87.8%
96.7%
100.0%

92.0%
100.0%
96.3%
100.0%

88.9%
100.0%
100.0%
100.0%

93.8%
100.0%
100.0%

85.7%
90.9%

81.1%
44.4%

60.0%

12.2%

8.0%

11.1%

6.3%

14.3%
9.1%

18.9%
55.6%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=482)

中野市:中野地区(n=120)

中野市:日野地区(n=15)

中野市:延徳地区(n=25)

中野市:平野地区（東）(n=25)

中野市:平野地区（西）(n=27)

中野市:高丘地区(n=21)

中野市:長丘地区(n=9)

中野市:平岡地区(n=26)

中野市:科野地区(n=9)

中野市:倭地区(n=5)

中野市:豊津地区(n=16)

中野市:上今井地区(n=6)

中野市:永田地区(n=11)

山ノ内町:東部地区(n=7)

山ノ内町:南部地区(n=55)

山ノ内町:西部地区(n=37)

山ノ内町:北部地区(n=63)

無回答(n=5)

現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十分である

今あるバス路線のルート以外で相互乗り入れを行なって欲しい区間がある。
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バス利用者アンケート調査 

（１） バス利用者アンケート調査概要 

① 調査日、配布・回収方法 

・調査日： 

2021 年 10 月 19 日（火）：立ヶ花線、菅線、上林線、永田線 

2021 年 10 月 21 日（木）：奥志賀高原、白根火山線  

2021 年 10 月 26 日（火）：合庁線、中野木島線 

・配布回収方法：バスへの乗り込みによる調査 

 

② 調査内容 

調査は、各路線の始発から最終便までの全運行便に調査員が乗り込み、利用者の方へアンケート

を配布・回収またはヒアリングを行なった。バスの利用目的や頻度、改善要望など、次頁以降に掲

載したアンケート調査票により調査を行った。 

 

③ 回収状況 

配布・回収数及び回収率は以下のとおりである。 

回収数：299 件 

・間山線 ：14 件 

・倭・科野地区 ：7 件 

・中野木島線 ：93 件 

・合庁線 ：29 件 

・立ヶ花線 ：10 件 

・菅線 ：19 件 

・上林線 ：50 件 

・永田線 ：24 件 

・奥志賀高原線 ：8 件 

・白根火山線 ：29 件 

・楽ちんバス西・北部ルート ：13 件 

・楽ちんバス南部ルート ：3 件 

 

【アンケート集計及び結果における留意事項】 

※1：アンケート集計は、居住地、年齢などの基本属性にかかわる設問及び複数回答可能な設問に

ついては無回答も集計対象とするが、意識や行動に係る問 2 以降における無回答は集計対象

外とした。 

※2：構成比は、四捨五入、端数処理により 100％とならないことがある。 

※3：グラフにおける「n＝」は有効回答者数を示す。 

※4：グラフにおける「MA」は複数回答可能な設問であることを示す。 

※5：クロス集計で 5％未満はグラフ中の数値表示を省略した。 

※6:記述式の回答結果は適宜要約して掲載した。 
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（２） バス利用者アンケート調査結果 

① 居住地 

■居住地構成は、運行している地域住民における利用が多くなっています。 

■中野木島線や合庁線では、飯山市やその他地域からの利用が半数程度となっています。 

■奥志賀高原線・白根火山線では観光客による利用（その他）が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３７ 居住地構成 

 

② 年齢 

■年齢構成は、全体では 60 歳代以上が概ね半数を占めており、15～19 歳も 21%と多くなっています。 

■中野木島線と立ヶ花線では 15～19 歳の利用が 50%弱～80%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３８ 年齢構成 

  

44.8%
92.9%

85.7%
50.5%

34.5%
60.0%

73.7%
28.0%

100.0%

18.7%

15.8%
52.0%

50.0%
20.7%

92.3%
100.0%

12.0%

29.0%
31.0%

23.1%
7.1%

14.3%
18.3%

27.6%
40.0%

10.5%
18.0%

50.0%
79.3%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=299)

間山線(n=14)

倭科野線(n=7)

中野木島線(n=93)

合庁線(n=29)

立ヶ花線(n=10)

菅線(n=19)

上林線(n=50)

永田親川線(n=24)

奥志賀高原線(n=8)

白根火山線(n=29)

楽ちん西北部線(n=13)

楽ちん南部線(n=3)

中野市 山ノ内町 飯山市 その他 無回答

21.4%

46.2%
24.1%

80.0%
5.3%

16.7%

33.3%

9.0%

11.8%
13.8%

6.0%
20.8%

12.5%
10.3%

6.0%

5.4%

10.5%
8.0%

8.3%
25.0%

7.7%

6.0%
14.3%
14.3%

6.9%
10.0%

10.5%
6.0%

8.3%
12.5%

33.3%

8.4%
7.1%

9.7%
17.2%

10.0%
5.3%

6.0%

10.3%
15.4%

16.7%

28.6%
9.7%

17.2%

15.8%
20.0%

20.8%
37.5%

41.4%
7.7%

17.7%
50.0%

6.5%

21.1%
30.0%

8.3%
12.5%

31.0%
53.8%

33.3%

11.7%
28.6%

42.9%

10.3%

31.6%
20.0%

12.5%

15.4%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=299)

間山線(n=14)

倭科野線(n=7)

中野木島線(n=93)

合庁線(n=29)

立ヶ花線(n=10)

菅線(n=19)

上林線(n=50)

永田親川線(n=24)

奥志賀高原線(n=8)

白根火山線(n=29)

楽ちん西北部線(n=13)

楽ちん南部線(n=3)

15歳未満 15～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 無回答
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③ 主な目的地 

■主な目的地では、イオン中野店が最も多く 20 件で、次いで北信病院が 17 件、信州中野駅でが 16 件 

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３９ 主な目的地  
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イオン中野店
北信病院

信州中野駅
中野立志館高校

中野市
渋温泉

高社中学校
中野西高校
飯山高校

飯山養護学校
北信合同庁舎
湯田中温泉
一本木公園
志賀高原
長野駅

志賀高原山の駅
木戸池

地獄谷野猿公苑
下高井農林高校
ツルヤ一本木店

長野市
中野立志舘高校

アメリカンドラッグ山ノ内店
飯山市役所
池田整骨院

デリシア中野店
奥志賀高原
小布施町
間山温泉

渋峠
中野市役所

清泉女学院短期大学
立ヶ花駅

長元坊団地
中野立志舘
湯田中駅

岩平
石原眼科

市立長野高校
運動公園

片塩
木島

JAながの夜間瀬共選所
くまき整形外科
しまむら中野店

菅
須坂市

信州医療センター
西友中野店
上林温泉

高橋整形クリニック
蟻川図書館
豊田中学校

アメリカンドラッグ山ノ内町店
永江

中野平中学校
南宮中学校
西原医院

飯山赤十字病院
ふるさと弁当こころ
りんごの木作業所

帰宅
会社（詳細不明）
病院（詳細不明）

不明
実家（詳細不明）
駅（詳細不明）

スイミングスクール（詳細不明）
歯医者（詳細不明）

歯科医院（詳細不明）
市民病院（詳細不明）
整形外科（詳細不明）

農協（詳細不明）
畑（詳細不明）

n=202

（件）
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④ バスの利用目的 

■バスの利用目的は、全体では通勤・通学が合わせて 47%、買い物と通院が 16%となっています。 

■中野木島線と立ヶ花線では通学目的での利用が多く、奥志賀高原線と白根火山線では観光での利用

が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４０ 利用目的構成 

 

⑤ バスの利用頻度 

■バスの利用頻度は、全体では、ほぼ毎日が 33%、週に 3～5 日が 19%、週に 1～2 日が 18%となってい

ます。 

■中野木島線と立ヶ花線では通学目的での利用が多いことから、ほぼ毎日の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４１ 利用頻度構成 
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⑥ 乗車しているバス路線の満足度 

■バス路線の満足度は、全体では満足（満足とやや満足の合計）が 66%と過半数を占めており、やや

不満が 5%未満、不満との回答はありませんでした。 

■楽ちんバスでは他路線に比べてやや不満の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４２ 満足度 

 

⑦ 乗車しているバス路線への改善要望 

■増便に関する要望 

■増便要望で最も多かった時間帯は、全体では 15 時台であった。 

■路線別では様々な時間帯について意見が寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４３ 増便してほしい時間帯 
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■その他の改善要望は下記のとおりです。 

■定時運行や増便についての意見が多く寄せられています。 

■鉄道駅へ接続する路線では乗り継ぎ改善についての要望が挙げられています。 

 

■ルート変更に関する要望【路線名：経由希望のルート】 

・奥志賀高原線：神林→中野 

・中野木島線：農林高校 

・中野木島線：木島を経由しないで直接中野 

 

■バス停の増設に関する要望【路線名：バス停を増設してほしい場所】 

・中野木島線：飯山高校 

 

■乗り継ぎ改善に関する要望【路線名：乗り継ぎを改善してほしい路線・駅】 

・白根火山線：蓮池から白根山まで 

・永田親川線：替佐駅 飯山線 バスと電車あわせてほしい。 

・永田親川線：飯山線 

・倭科野線：木島まで延ばしてほしい。 

・上林線：上林 中野 

・中野木島線：JR 普通飯山線での乗り継ぎ時間を多くしてもらいたい。 

・中野木島線：中野駅、飯山駅に余裕をもって乗り継ぎたい。 

 

■車両改善に関する要望【路線名：改善してほしい設備等】 

・永田親川線：ステップ 

・菅線：座席が小さいのでもう少し広くしてほしい。 

・合庁線：ステップ 

・中野木島線：ステップ 

 

■その他要望【路線名：改善してほしい設備等】 

・白根火山線：一日の本数が多くならないのか。 

・永田親川線：定時運行してほしい。 

・菅線：接客を向上してほしい。 

・立ヶ花線：1 時間に 1本のバスを動かしてほしい。 

・立ヶ花線：なるべく時間通りに来てほしい。 

・間山線：バス停に屋根がほしい。屋根があっても雨漏りしたりベンチがなかったりする。 

・中野木島線：本数を増やしてほしい。（2 件） 

・中野木島線：乗り物酔いしてしまうので横向きの席をなくしてほしい。 

・中野木島線：定時運行してほしい。  
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■自由記述 

■自由記述では、前述の改善要望と同様に増便についてのご意見が比較的多くなっています。 

 

【回答（路線名：記述内容】 

・楽ちん西北部線：中野まで行ってほしい。（4 件） 

・楽ちん西北部線：お昼の便を増やしてほしい。 

・楽ちん南部線：土日も運行してほしい。 

・白根火山線：ツルヤに待ち合い所みたいな屋根付があるといい。 

・白根火山線：バス本数が少ないので増やしてほしい。 

・上林線：乗り継ぎしないでいいように 1 本化してもらいたい。 

・上林線：1時間に 1 本ほしい。（2件） 

・上林線：アンケート調査方法を工夫してはどうか。 

・上林線：IC カードが使えるようになったらいいと思う。 

・上林線：志賀高原の便が減ったのが不満。 

・上林線：電車との接続を改善（増やして）欲しい。（2件） 

・永田親川線：なくてはならない交通機関だと思います。なくさないでほしい。 

・倭科野：回数券を販売してほしい。 

・倭科野：現状維持でありがたい。（2 件） 

・倭科野線：上下線に両側にバス停がほしい。片側でわからなかった。 

・間山線：雨漏りや壊れていたり汚れていて座れないイスを改善してほしい。 

・間山線：土曜日に走ってもらうとうれしいです。（2 件） 

・間山線：本数を増やしてほしい。 

・合庁線：乗車する人が少ないので、もっと小さなバスでいい。 

・合庁線：本数がもっとほしい。 

・中野木島線：席を増やしてほしい。 

・中野木島線：本数を増やしてほしい。（4 件） 

・中野木島線：少ないバスでいいので遠回りしないで行けるようにしてほしい。 

・中野木島線：割り引きがないのであるとうれしい。 

・中野木島線：午前中の飯山線への乗り継ぎを改善してほしい（増便してほしい）。 
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３．第２次中野市地域公共交通総合連携計画の検証 

（１） 施策・事業の実施状況 

中野市の前回計画における施策・事業の実施状況を以下に整理しました。 

ほとんどの施策・事業において実施段階または実施・達成されています。 

■バス路線再編事業 

路線 
※計画策定時の名称 

施策・事業の内容 
実施状況 

評価 内容 

立ヶ花線 

現在の運行形態を維持する

ことを基本とするが、他の路

線と一体となった、効率的な

運行について検討する。 

○ 

計画策定時の運行形態を維持している。 

永田線との連携等の可能性を検討したが実施

には至っていない。 

間山線 

現在の基本的なサービスレ

ベルを維持しつつ、専用車両

による「ふれあいバス（倭・

科野地区）」との連結運行を

実施し、運行の効率化及び利

便性の向上を図る。 

◎ 

2016 年より専用車両によってふれあいバス間山

線としての運行を開始し、合わせてふれあいバ

ス倭・科野地区との直通運行を開始した。 

菅・角間線 

須賀川線 

上林線 

中野市内重複部区間の見直

しについて、山ノ内町及び関

係者と協議を行う。 

◎ 

2017 年に須賀川線が廃止となり、中野市内の重

複が一部解消した。 

※菅・角間線は山ノ内町内での経路変更により

2017 年より菅線として運行。 

合庁線 現在の運行形態の維持 ◎ 計画策定時の運行形態を維持している。 

永田線 

現在の運行形態を維持する

ことを基本とするが、他の路

線と一体となった、効率的な

運行について検討する。 

○ 

計画策定時の運行形態を維持している。 

立ヶ花線やふれあいバス豊田地域との連携等

の可能性を検討したが実施には至っていな

い。 

※現在は永田・親川線に名称変更 

中野木島線 

現在の運行形態の維持を基

本とするが、路線が分かれる

区間については、今後の利用

実態を見ながら、補助対象路

線となるように、必要な見直

しを検討する。 

○ 
計画策定時の運行形態を維持しているが、運

行ルートの変更は行っていない。 

倭･科野地区 

利便性を高めるために、専用

車両による運行を開始する。

また、「間山線」との連結運

行により、運行の効率化及び

利便性の向上を図る。 

◎ 
2016 年より専用車両による運行を開始し、合わ

せて間山線との直通運行を開始した。 

豊田地域 

現在の運行形態を維持する

ことを基本とするが、永田線

が運行していない地域の実情

を踏まえ、他の路線と一体に

なった、効率的な運行につい

て検討する。 

○ 

計画策定時の運行形態を維持している。 

永田線との連携等の可能性を検討したが実施

には至っていない。 

お出かけタクシー 現在の運行エリアの維持 ◎ 計画策定時の運行エリアを維持している。 

共通 
利用状況調査を行い、評価・

検証、改善・見直し 
○ 

2016 年、2017 年、2019 年に利用状況調査・評

価・検証を実施。 

※実施状況 「◎」：（概ね）実施・達成 「○」：実施段階 「△」：未実施または検討段階 
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■お出かけタクシーの維持に伴う事業 

施策・事業の内容 
実施状況 

評価 内容 

料金及び運行便数の適正化 ◎ 2016 年 10 月 1 日より 1 便 500 円に改正した。 

※実施状況 「◎」：（概ね）実施・達成 「○」：実施段階 「△」：未実施または検討段階 

 

■鉄道の維持・活性化に伴う事業 

施策・事業の内容 
実施状況 

評価 内容 

信越自然郷、各沿線協議会及び観光

施設等と連携した鉄道の利用促進 
◎ 

バラまつり等のイベント企画切符の発売 

観光列車を活用した観光 PR 

駅舎などの駅関連施設の適正な維

持 
◎ 

駅隣接の公衆トイレについて、清掃委託 

松川駅の駅舎及び外構改修（予定） 

パークアンドライド駐車場の維持・

整備 
◎ 上今井駅に約 100 台が駐車可能な駐車場を整備 

ＪＲ替佐駅の駅業務委託 ◎ 乗車券発売及び観光案内等について業務委託 

※実施状況 「◎」：（概ね）実施・達成 「○」：実施段階 「△」：未実施または検討段階 

 

■バス運行環境の整備及び利便性の向上に伴う事業 

施策・事業の内容 
実施状況 

評価 内容 

主要なバス停におけるバス停整備

やベンチの設置 
◎ 

イオン中野店やセブンイレブン中野市豊津店等にベン

チを設置 

市民がデザインしたバス停標識の

設置や、ふれあいバスのラッピング

の実施 

◎ 
ふれあいバス車両の２台を中野西高校及び中野立志館

高校の生徒のデザインへラッピング 

鉄道とバスの乗り継ぎ割の実施 ◎ 長野電鉄と長電バスの乗継定期券の販売 

公共交通を利用してまちなかへ出

かける仕組みづくり 
◎ 

シルバー乗車券の配布 

菅線の年末特別運行 

ふれあいバス無料デーの実施 

公共交通に関する交通マップ、時刻

表を作成し、全戸及び主要施設へ配

布 

◎ 
中野市公共交通マップ／時刻表を作成し、全戸及び病院

等の主要施設へ配布し、HP へ掲載 

バス停の位置情報等をスマートフ

ォンアプリ等で活用できるオープ

ンデータとして公開 

◎ 

ナビゲーションサービス提供事業者へバス停の位置情

報を提供することで、県が公開している観光・交通アプ

リである「信州ナビ」等のナビゲーションサービスにお

いて、バス停の位置情報を確認可能 

※実施状況 「◎」：（概ね）実施・達成 「○」：実施段階 「△」：未実施または検討段階 
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■公共交通の利用促進・啓発に伴う事業 

施策・事業の内容 
実施状況 

評価 内容 

市職員の公共交通等への切り替え

推進 
○ 

スマートエコ通勤デーを設定し、職員へ公共交通機関の

利用啓発 

市内の高校へ公共交通利用の働き

かけ 
△ － 

ワークショップ等の開催 △ － 

事業者と連携したノーマイカーデ

ーの実践 
◎ 県下一斉「信州スマートムーブ通勤ウィーク」の実施 

公共交通に関する情報の広報への

掲載 
◎ 市広報誌等に掲載 

市内の小・中学生を対象にした、乗

り方教室等の公共交通に関するイ

ベントの実施 

◎ 小学生を対象にバスの乗り方教室を開催 

高齢者を対象として、運転免許証返

納メリット制度の導入 
◎ 

運転免許自主返納者へ中野市で契約する公共交通機関

及びタクシー乗車券・温泉利用券（共通券）を交付 

将来の地域の公共交通の目指すべ

き姿について、住民が主体的に考え

る機会の創出 

△ － 

信越自然郷、各沿線協議会と連携し

た、観光施設と公共交通相互の利用

促進に繋がる取組の推進 

◎ 
バラまつり等のイベント企画切符の発売 

観光列車を活用した観光 PR 

北陸新幹線飯山駅、ＪＲ飯山線、長

野電鉄を活用し、観光に特化した公

共交通の情報提供 

◎ 
信州中野駅へデジタルサイネージを設置 

替佐駅へ人員を配置し利用者へ観光情報の提供 

※実施状況 「◎」：（概ね）実施・達成 「○」：実施段階 「△」：未実施または検討段階 
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（２） 目標達成状況の評価 

前回計画で設定した目標の達成状況は以下のとおりです。 

6 つの目標に対して、「ふれあいバス利用者数」を除く 5 つの目標が達成されています。 

 

〈公共交通網の形成に関する目標〉 

評価指標 前回計画時 目標値 現状値 

公共交通カバー圏率 90％ 90％ 93％（＝40,854/43,909 人）※1 

ふれあいバス利用者数 14 人/日（H26） 31 人/日 26.4 人/日※2 

※1：p.4 参照（中野市のカバー圏率） ※2：p.9 参照（倭・科野地区、間山線、豊田地域の合算値） 

 

〈公共交通に対する市民満足度に関する目標〉 

評価指標 前回計画時 目標値 現状値 

公共交通に対する市民満足度※1 15％（H27） 20％ 28.2%※2 

※1：「満足」と「やや満足」の合計値 

※2：p.45 参照（本調査では公共交通を日常的に利用する方のみに満足度を伺った） 

 

〈バスサービスレベルに関する目標〉 

評価指標 前回計画時 目標値 現状値 

中心市街地への午前・午

後の各往復 

6/6 路線（100％） 

（H27） 
100％ 5/5 路線（100％） 

中心市街地への通学 
5/6 路線（80％） 

（H27） 
80％ 5/5 路線（100％） 

※分子/分母＝サービスを満たす幹線バス路線数/全幹線バス路線数 

※基本サービスレベルは次頁参照 

 

〈鉄道の利用に関する目標〉 

評価指標 前回計画時 目標値 現状値 

鉄道利用者数（乗降客数） 
1,269 千人/年※ 

（2010～2014 年平均） 
1,269 千人/年※ 

1,323 人 

（2019 年） 

※前回計画時は JR 飯山線も含んだ鉄道利用者数を用いて目標値を設定していたが、立ヶ花駅の平成 2013 年、上今井駅は

2014 年以降は乗降客数が非公表となったため、本計画では長野電鉄を対象に評価を実施した。そのため、前回計画時

及び目標値は中野市内の長野電鉄駅を対象にした乗降客数である。 
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交通弱者（高齢者、高校生）の日常生活に係わりの深い「中心市街地への移動」に対し、形態

別に基本サービスレベルを設定 

■基本サービスレベルの設定（前回計画より） 

前回計画に示される、公共交通の機能分類に応じた基本サービスレベルは以下のとおりです。 

 

分類 基本サービスレベル 該当要素 

鉄道 
駅数・運行回数等、市民のライフスタイルを維持・支援でき

るサービスの提供。 

北陸新幹線、ＪＲ飯山

線、長野電鉄 

幹線 

バス路線 

次の２つのサービスを満たすことを基本とする。 

○中心市街地への午前・午後の各往復が可能（平日） 
・午前／午前に出て市街地で 2 時間程度の滞在後、午前中の便
で帰宅可能 
・午後／午後に出て市街地で 2 時間程度の滞在後、18 時前の便
で帰宅可能 

○中心市街地への通学が可能（平日） 
・行き／信州中野駅に概ね 8 時までに到着可能 
・帰り／信州中野駅発 16 時 30 分～18 時台の便で帰宅可能 

菅・角間線、合庁線、 

永田線、須賀川線、 

上林線、中野木島線 

支線 

公共交通 

運行効率の低い幹線バス路線以外の路線では、現状サービス

レベルの維持を基本とする。 

○現状（Ｈ２７）のサービスレベルの維持 

立ヶ花線、間山線 

利用不便地域の最低限の移動手段の確保を目的として運行を

始めた路線では、次のサービスを基本とする。 

○午前・午後の各１往復（平日） 

ふれあいバス（倭・科野

地区）（豊田地域）、お出

かけタクシー 

タクシー 市民のライフスタイルを維持・支援できるサービスの提供。 市内タクシー事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《形態別基本サービスレベルのイメージ》 

○午前・午後の各１往復 

○現状サービスレベ

ルの維持 

○中心市街地への通学が

可能 

○中心市街地への午前・

午後の各往復が可能 

幹線バス路線 
支線バス路線 

利用不便地域 

鉄 道 

○現状サービスレベルの維持 

○現状サービスレベル

の維持 

タクシー 
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１．地域公共交通の現状 

公共交通の運行状況 

（１） 地域を運行する公共交通など 

地域を運行している公共交通は、鉄道は中野市と長野市及び飯山市方面を結ぶ JR 東日本飯山線

（2 駅）、長野市方面と中野市・山ノ内町方面を結ぶ長野電鉄長野線（8 駅）があります。 

バスは、主に信州中野駅と湯田中駅を起点に放射状に運行し、廃止路線代替バスが 3 路線、地

域間幹線系統が 3 路線、長電バス直営路線が 2 路線、コミュニティバス（ふれあいバス、楽ちん

バス）、デマンドタクシー（お出かけタクシー）が運行しており、信州中野駅と北陸新幹線飯山駅

を２つのバス路線が結んでいます。 

なお、山ノ内町で運行する楽ちんバスは、須賀川線の廃止、菅線の角間方面の一部廃止による

交通空白地域をカバーする目的で運行されています。 

 

表 １-１ 地域内の公共交通 

分類 路線名等 

鉄道 

■ＪＲ飯山線（上今井駅、替佐駅） 

■長野電鉄長野線（桜沢駅、延徳駅、信州中野駅、中野松川駅、信濃竹原駅、夜

間瀬、上条、湯田中） 

バス 

デマンドタクシー 

■廃止路線代替バス：3路線 

・立ヶ花線、菅線、合庁線 

■地域間幹線系統：3 路線 

・上林線、永田線、中野木島線 

■長電バス直営路線：2路線 

・奥志賀高原線、白根火山線 

■コミュニティバス：5路線 

・ふれあいバス（倭・科野地区、間山線、豊田地域） 

・楽ちんバス（西・北部ルート、南部ルート） ※山ノ内町民のみ利用可 

■デマンドタクシー：1エリア 

・お出かけタクシー ※中野市民のみ利用可 

タクシー ■一般タクシー：3 社 

 

  

訂正資料 

（赤字の部分が訂正部分です。） 



第 1 回 中野市・山ノ内町 地域公共交通活性化協議会  各種調査結果の報告（概要版） 2022 年（令和 4 年）1 月 

1 

 

１-１．公共交通の運行状況（1～6ページ参照） 

■地域を運行する公共交通（1～3ページ参照） 

・地域を運行している公共交通は、鉄道は中野市と長野市及び飯山市方面を結ぶ JR 東日本飯山線

（2駅）、長野市方面と中野市・山ノ内町方面を結ぶ長野電鉄長野線（8駅）がある。 

・バスは、主に信州中野駅と湯田中駅を起点に放射状に運行し、廃止路線代替バスが 3路線、地域

間幹線系統が 3路線、長電バス直営路線が 2路線、コミュニティバス（ふれあいバス、楽ちんバ

ス）、デマンドタクシー（お出かけタクシー）が運行しており、信州中野駅と北陸新幹線飯山駅を

２つのバス路線が結んでいる。 

・山ノ内町で運行する楽ちんバスは、須賀川線の廃止、菅線の角間方面の一部廃止による交通空白

地域をカバーする目的で運行されている。 

分類 路線名等 

鉄道 

■ＪＲ飯山線（上今井駅、替佐駅） 

■長野電鉄長野線（桜沢駅、延徳駅、信州中野駅、中野松川駅、信濃竹原駅、夜間

瀬、上条、湯田中） 

バス 

デマンドタクシー 

■廃止路線代替バス：3 路線 

・立ヶ花線、菅線、合庁線 

■地域間幹線系統：3 路線 

・上林線、永田線、中野木島線 

■長電バス直営路線：2 路線 

・奥志賀高原線、白根火山線 

■コミュニティバス：5 路線 

・ふれあいバス（倭・科野地区、間山線、豊田地域） 

・楽ちんバス（西・北部ルート、南部ルート） ※山ノ内町民のみ利用可 

■デマンドタクシー：1 エリア 

・お出かけタクシー ※中野市民のみ利用可 

タクシー ■一般タクシー：3 社 

 

■公共交通のカバー状況（4～6ページ参照） 

・公共交通カバー状況は、全人口のうち鉄道駅、バス停から一定の範囲内※にどれだけの人が住んで

いるかを示したもの。 

・中野市の公共交通人口カバー率は 93.0%、山ノ内町の公共交通人口カバー率は 92.7%となってい

る。 

※第２次中野市地域公共交通総合連携計画前計画に準じて、駅利用圏域は 750m、バス停利用圏域は 300m を

利用圏域 1)とした。 

1)駅利用圏域はパーソントリップ調査における徒歩の所要時間をもとに歩行速度を4km/hと想定し算出した

もの。バス停利用圏域は高齢者の歩行距離等を考慮し設定したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京大学空間情報科学研究センター 西沢明「平成 27 年簡易 100m メッシュ人口データ」 

【公共交通カバー状況】 

凡例 

駅利用圏域（750m 圏域） 

バス利用圏域（300m 圏域） 
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■鉄道の利用状況（7ページ参照） 

・長野電鉄の地域内での乗降客数をみると、地域内で最も乗降客数が多い駅は信州中野駅で、年間

1,138 千人（1 日あたり 3,112 人）、次いで、湯田中駅が年間 447 千人（1 日あたり 1,225 人）と

なっている。信州中野駅と湯田中駅が、それぞれ中野市と山ノ内町の中心的な駅となっている。 

■バス・デマンドタクシーの年間利用者数（7～9ページ参照） 

・地域間幹線系統の年間利用者数は横ばいまたは微減で推移していたが、2020 年度は新型コロナウ

イルスの影響により利用者が減少した。 

・廃止路線代替バス・ふれあいバス・楽ちんバス・お出かけタクシーも同様の傾向である。 

■バスの日利用者数（9ページ参照） 

・バスの日利用者数は、中野木島線と奥志賀高原線は 400 人前後の利用があるものの、その他の地

域間幹線系統及び廃止路線代替バスでは 50 人前後の利用、ふれあいバスと楽ちんバスでは 10 人

前後の利用となっている。 

■バスの便別利用者数（乗降客数調査結果）（10～14 ページ参照） 

・全体の傾向としては、朝・夕の利用が他の時間帯と比較して若干多くなっている。 

・上林線,奥志賀高原線,白根火山線では観光客による利用があることから日中の利用が多い。 

・利用者が全くいない便もいくつか存在する。 

■バス停別乗降客数数（乗降客数調査結果）（15～17 ページ参照） 

・中野市内では信州中野駅での乗降が最も多く、その周辺での乗降も比較的多くなっている。 

また、イオン中野店前での利用も多く見られる。 

・山ノ内町内では他のバス路線や鉄道への乗り継ぎ地点となっている湯田中駅及び夜間瀬駅での乗

降が多く、また、観光客による利用がある渋温泉やスノーモンキーパーク、志賀高原方面のバス

停での利用も比較的多くなっている。 

■バス等に対する財政負担（18 ページ参照） 

・中野市では年間約 4,000～5,000 万円の負担をしており、そのうち約 3,000 万円が上林線などの

路線バス、約 1,000 万円がふれあいバスなどである。 

・山ノ内町では年間約 2,000～3,000 万円の負担をしており、そのうち路線バスと楽ちんバスへの

負担金額は概ね半々程度となっている。 

□利用状況等のまとめ 

・信州中野駅と湯田中駅が、それぞれ中野市と山ノ内町の中心的な駅となっている。 

・バス利用者数は概ね横ばいで推移してきたが、新型コロナウイルスの影響により減少している。 

・中野木島線及び奥志賀高原線は 400 人前後の利用がある。その他路線は概ね 50 人未満である。 

・全体の傾向としては、朝・夕の利用が他の時間帯と比較して若干多くなっている。 

・信州中野駅、湯田中駅、夜間瀬駅での乗降が比較的多くなっている。その他、商業施設、観光

地での利用も多くみられる。 

・バス等に対する財政負担は、中野市では年間約 4,000～5,000 万円、山ノ内町では年間約 2,000

～3,000 万円となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【駅別年間乗降客数】 

【バスの日利用者数】 

【バス等に対する財政負担】 
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資料：長電バス（株）、中野市・山ノ内町（2020 年度） 
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１-２．公共交通の利用状況（7～17 ページ参照）  １-３．財政負担（18 ページ参照） 
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２-１．住民アンケート調査結果の概要（19～51 ページ参照） 

■主な外出目的と外出頻度（36～37 ページ参照） 

・外出目的は、20～50 歳代では「通勤」が約 8割を占め、60 歳以上は「買い物」の比率が上昇し、

80 歳以上は「通院」の比率が上昇する。 

・外出頻度は、50 歳代以下では「ほぼ毎日」が全体の約 7割を占めるが、年齢が高くなるに従い外

出頻度が低くなる。 

■交通手段（39～40 ページ参照） 

・自動車（自ら運転）が 20～70 歳代で 8～9割程度、80 歳代でも約 4割となっている。 

・90 歳以上では、自動車（自ら運転）が減少し、家族による送迎が約半数を占める。 

・回答者全体の公共交通利用の割合は、鉄道が 4.0%、長電バスが 0.6％、ふれあいバスが 0.2％、

楽ちんバスが 0.4%、おでかけタクシーが 0.04％、タクシーが 0.4％となっている。 

■公共交通を利用する理由＆利用しない理由（44,47 ページ参照） 

・公共交通を利用する理由は、「ほかに移動手段がないから」が 40%で最も多い。 

・公共交通を利用しない理由は、「バス以外の移動手段があるから」が 65%を占めている。 

■公共交通に対する行政負担金額についての考え（48 ページ参照） 

・公共交通に対する行政負担額について、「妥当な金額だと思う」が 27%、「もっと少なくすべき」

が 16%、「もっと多くても構わない」は 11％、「わからない」が 41%となっている。 

・行政負担額を現状以下とする回答が全体の約 4割を占めている。 

■地域を走るバスへの今後の対応として、あなたの考えに最も近いもの（48 ページ参照） 

・今後のバスへの対応としては、「現状の運行本数と路線の維持」が 35%で最も多く、次いで「路線

再編や運行本数の見直しによる運行の効率化」が 32%、「運行本数や路線を増やす方向で見直し」

が 9％となっている。 

■両市町間の相互乗り入れについて、新たに乗り入れを行なってほしい区間（51 ページ参照） 

・中野市では「現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十分である」が 97%を占めている。 

・山ノ内町では「現在、相互乗り入れしている電車とバス路線で十分である」が 70%、「今あるバス

路線のルート以外で相互乗り入れを行なって欲しい区間がある」が 30%となっている。 

 

 

□住民アンケート調査結果概要のまとめ 

・50 歳代以下では「通勤目的でほぼ毎日」外出しているが、高齢になるにつれ外出頻度が少なく

なる。 

・大半の方は自動車による移動であり、公共交通の割合は非常に少ない。 

・公共交通の利用者は「ほかに移動手段がないから」という理由で公共交通を利用している。 

・反対に、公共交通を利用しない理由は「ほかに移動手段があるから≒車があるから」である。 

・公共交通に対する行政負担額及び今後の対応は、現状維持または現状以下に抑える方向での意

向が多い。 

・両市町間の新規の相互乗り入れについて、中野市民による要望はほとんどない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.5%
5.8%

12.5%
6.6%
7.5%

12.2%
4.3%

0.7%
10.9%

0.0%
0.2%
0.1%

4.7%
16.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

バス以外の移動手段があるから
バス停が自宅から遠いから

運行本数が少ないから
運賃が高いから

目的地まで時間がかかるから
荷物を持って移動するのが大変だから

乗り継ぎが面倒だから
バスと鐵道の接続が悪いから

目的地までの公共交通がないから
他人との乗合が嫌だから

バスの乗り降りが大変だから
利用方法がよくわからないから

その他
無回答 n=2,908 MA

【交通手段】 

【公共交通を利用しない理由】 

【公共交通に対する行政負担金額についての考え】 

【地域を走るバスへの今後の対応として、あなたの考えに最も近いもの】 

13.6%

7.4%

10.7%
76.4%

7.1%
79.4%
88.5%
88.4%
88.8%
89.2%

82.2%
43.6%

12.2%
71.7%

9.4%
18.6%

10.8%
30.0%

55.4%
14.1%

47.9%
7.3%

5.4%
7.4%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,781)

15～19歳(n=140)

20歳代(n=165)

30歳代(n=261)

40歳代(n=405)

50歳代(n=439)

60歳代(n=490)

70歳代(n=472)

80歳代(n=243)

90歳以上(n=74)

無回答(n=92)

徒歩のみ 自転車 バイク 自動車（自ら運転）
自動車（送迎） 鉄道 長電バス ふれあいバス
楽ちんバス タクシー おでかけタクシー その他

15.5% 27.1% 10.8% 40.8% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政負担はもっと少なくすべき 妥当な金額だと思う

行政負担はもっと多くても構わない わからない

その他

n=1,099

32.0% 34.5% 8.7% 17.8% 7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
路線の再編や運行本数の見直しによって運行の効率化を図るべきだ
地域を走るバスは大切であるので、現状の運行本数と路線は維持すべきだ
運行本数や路線を増やす方向で見直すべきだ
わからない
その他

n=1,111
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２-２．バス利用者アンケート調査結果の概要（52～59 ページ参照） 

■バス利用者の居住地（54 ページ参照） 

・バス利用者全体の居住地構成は、中野市が 45%、山ノ内町が 19%、飯山市が 12%、その他（木島平

村、長野市、須坂市、県外等）が 23%となっている。 

・上林線、奥志賀高原線、白根火山線では県外からの観光客による利用が多い。 

■バス利用者の年齢（54 ページ参照） 

・15～19 歳による利用が 21％と、他年代と比較して多くなっている。 

・その他の年代は、20 歳代～50 歳代が約 3割、60 歳代以上が約 5割となっている。 

■バスの利用目的（56 ページ参照） 

・15～19 歳では、ほぼすべての方が「通学」目的の利用である。 

・20 歳代から 50 歳代では「通勤」目的が約 7割である。 

・60 歳代以上の方の利用目的は「買い物」と「通院」がそれぞれ 2～4割である。 

■バスの利用頻度（56 ページ参照） 

・15～19 歳では、「ほぼ毎日」が約 7割である。 

・20 歳代から 50 歳代では「ほぼ毎日」が約 3～6割である。 

・60 歳代以上の方のバスの利用頻度は「週に 3～5 日」が約 2～3 割、「週に 1～2 日」が 2～4 割と

なっている。 

■主な目的地（55 ページ参照） 

・主な目的地として多く挙げられた施設・場所は、「イオン中野店」「北信病院」「信州中野駅」「中

野立志館高校」「渋温泉」である。 

■バスへの改善要望（57～59 ページ参照） 

・バスへの改善要望は、「増便」「定時運行」についての意見が比較的多く寄せられた。 

・その他では、「鉄道との接続」や「車両のステップ」などについて意見が寄せられた。 

 

 

 

 

□バス利用者アンケート調査結果概要のまとめ 

・バス利用者の約半数は中野市在住者であるものの、残りの半数は周辺市町村からの利用である。 

・バスの主な利用者は次のとおりである。 

- 高 校 生（ 15～19 歳 ） による通学目的での毎日利用 

- 現役世代（ 20～59 歳 ） による通勤目的での毎日利用 

- 高 齢 者（60 歳代以上）による買い物・通院目的での週数日利用 

・主要な目的地は「イオン中野店」「北信病院」「信州中野駅」「中野立志館高校」「渋温泉」等。 

・バスへの改善要望では「増便」「定時運行」についての意見が比較的多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.8%

80.0%

73.4%

28.0%

50.0%

50.0%

48.0%

10.0%

7.5%

18.9%

12.5%

28.0%

16.7%

33.3%

12.0%

24.0%

17.0%

22.9%

17.6%

20.0%

12.0%

16.7%

11.1%

8.0%

18.0%

24.5%

40.0%

100.0%

12.5%

6.3%

12.0%

5.6%

8.0%

10.0%

30.2%

17.1%

5.6%

6.0%

13.2%

6.1%

8.0%

11.1%

12.0%

10.0%

8.6%

7.4%

8.0%

12.0%

22.0%

5.7%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=296)

15歳未満(n=5)

15～19際(n=64)

20歳代(n=25)

30歳代(n=18)

40歳代(n=18)

50歳代(n=25)

60歳代(n=50)

70歳代(n=53)

80歳代(n=35)

無回答(n=3)

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 月に数回 年に数回 ほとんど利用しない その他

23.3%

65.4%

44.4%

66.7%

64.0%

22.0%

9.6%

23.3%

80.0%

98.4%

7.7%

15.9%

27.8%

16.7%

14.0%

26.9%

42.9%

66.7%

15.9%

5.6%

5.6%

8.0%

18.0%

40.4%

34.3% 5.7%

5.6%5.6%

7.7%

11.4%

33.3%

12.8%

19.2%

5.6%

5.6%

20.0%

36.0%

11.5%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=296)

15歳未満(n=5)

15～19際(n=64)

20歳代(n=26)

30歳代(n=18)

40歳代(n=18)

50歳代(n=25)

60歳代(n=50)

70歳代(n=52)

80歳代(n=35)

無回答(n=3)

通勤 通学 買い物 通院 娯楽・習い事 営業・業務 私用（銀行等） 観光

中野市
44.8%

山ノ内町
18.7%

飯山市
12.0%

その他
23.1%

無回答
1.3%

n=299

【バス利用者の居住地】 

【バスの利用目的】 

【バスの利用頻度】 

【バス利用者の年齢】 
15歳未満

1.7%

15～19歳
21.4%

20歳代
9.0%

30歳代
6.0%

40歳代
6.0%

50歳代
8.4%

60歳代
16.7%

70歳代
17.7%

80歳代
11.7%

無回答, 1.3%

n=299
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３．３．第２次中野市地域公共交通総合連携計画の検証（60～64 ページ参照） 

■施策・事業の実施状況（60～62 ページ参照） 

・ほとんどの施策・事業において実施段階または実施・達成されている。 

 

施策・事業の内容 
実施

状況 

バ
ス
路
線
再
編
事
業 

立ヶ花線 
現在の運行形態を維持することを基本とするが、他の路線と一体とな

った、効率的な運行について検討する。 
○ 

間山線 

現在の基本的なサービスレベルを維持しつつ、専用車両による「ふれ

あいバス（倭・科野地区）」との連結運行を実施し、運行の効率化及び

利便性の向上を図る。 

◎ 

菅・角間線 

須賀川線 

上林線 

中野市内重複部区間の見直しについて、山ノ内町及び関係者と協議を

行う。 
◎ 

合庁線 現在の運行形態の維持 ◎ 

永田線 
現在の運行形態を維持することを基本とするが、他の路線と一体とな

った、効率的な運行について検討する。 
○ 

中野木島線 

現在の運行形態の維持を基本とするが、路線が分かれる区間について

は、今後の利用実態を見ながら、補助対象路線となるように、必要な

見直しを検討する。 

○ 

倭･科野地区 
利便性を高めるために、専用車両による運行を開始する。また、「間山

線」との連結運行により、運行の効率化及び利便性の向上を図る。 
◎ 

豊田地域 

現在の運行形態を維持することを基本とするが、永田線が運行してい

ない地域の実情を踏まえ、他の路線と一体になった、効率的な運行に

ついて検討する。 

○ 

お出かけタクシー 現在の運行エリアの維持 ◎ 

共通 利用状況調査を行い、評価・検証、改善・見直し ○ 

お出かけタクシーの維

持に伴う事業 
料金及び運行便数の適正化 ◎ 

鉄道の維持・活性化に伴

う事業 

信越自然郷、各沿線協議会及び観光施設等と連携した鉄道の利用促進 ◎ 

駅舎などの駅関連施設の適正な維持 ◎ 

パークアンドライド駐車場の維持・整備 ◎ 

ＪＲ替佐駅の駅業務委託 ◎ 

バス運行環境の整備及

び利便性の向上に伴う

事業 

主要なバス停におけるバス停整備やベンチの設置 ◎ 

市民がデザインしたバス停標識の設置や、ふれあいバスのラッピング

の実施 
◎ 

鉄道とバスの乗り継ぎ割の実施 ◎ 

公共交通を利用してまちなかへ出かける仕組みづくり ◎ 

公共交通に関する交通マップ、時刻表を作成し、全戸及び主要施設へ

配布 
◎ 

バス停の位置情報等をスマートフォンアプリ等で活用できるオープ

ンデータとして公開 
◎ 

 

 

 

 

 

 

施策・事業の内容 
実施

状況 

公共交通の利用促進・啓

発に伴う事業 

市職員の公共交通等への切り替え推進 ○ 

市内の高校へ公共交通利用の働きかけ △ 

ワークショップ等の開催 △ 

事業者と連携したノーマイカーデーの実践 ◎ 

公共交通に関する情報の広報への掲載 ◎ 

市内の小・中学生を対象にした、乗り方教室等の公共交通に関する

イベントの実施 
◎ 

高齢者を対象として、運転免許証返納メリット制度の導入 ◎ 

将来の地域の公共交通の目指すべき姿について、住民が主体的に考

える機会の創出 
△ 

信越自然郷、各沿線協議会と連携した、観光施設と公共交通相互の

利用促進に繋がる取組の推進 
◎ 

北陸新幹線飯山駅、ＪＲ飯山線、長野電鉄を活用し、観光に特化し

た公共交通の情報提供 
◎ 

 

 

■目標達成状況の評価（63～64 ページ参照） 

・6つの目標に対して、「ふれあいバス利用者数」を除く 5つの目標が達成されている。 

 

評価指標 前回計画時 目標値 現状値 

公共交通カバー圏率 90％ 90％ 93％ 

ふれあいバス利用者数 14 人/日（H26） 31 人/日 26.4 人/日 

公共交通に対する市民満

足度 
15％（H27） 20％ 28.2% 

中心市街地への午前・午

後の各往復 

6/6 路線（100％） 

（H27） 
100％ 5/5 路線（100％） 

中心市街地への通学 
5/6 路線（80％） 

（H27） 
80％ 5/5 路線（100％） 

鉄道利用者数（乗降客数） 
1,269 千人/年 

（2010～2014 年平均） 

1,269 

千人/年 
1,323 人（2019 年） 

 



地域公共交通計画策定までのスケジュール

協議会 備考

R4年１月
第１回（１/20）

・各種調査の報告
今回（書面協議）

R4年２月

R4年３月
第２回（下旬）

・基本方針・目標について

R4年４月

R4年５月
第３回（中旬）

・計画（素案）

R4年６月
第４回（下旬）

・計画（案）

パブリックコメント

（２週間程度）

R4年７月
第５回（下旬）

・計画（案）⇒決定


